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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

五
箇
山
街
道

第
45
回

南
砺
市
の
概
要

　

富
山
県
の
南
西
部
に
位
置
す
る
南
砺

市
。
平
成
16
年
に
４
町
４
村
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
人
口
４
万
９
４
９
２
人

（
令
和
２
年
12
月
31
日
現
在
）
の
本
市

は
、
散
居
村
の
広
が
る
平
野
部
と
、
険

し
い
山
々
の
連
な
る
山
間
部
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
。
平
野
部
に
は
、
平

成
30
年
に
「
宮
大
工
の

鑿の
み
一
丁
か
ら
生
ま
れ
た

木
彫
刻
美
術
館
」と
し

て
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
木
彫
り
の
ま

ち
・
井
波
や
、
越
中
の

小
京
都
・
城じ
ょ
う
は
な端

を
は

じ
め
と
し
た
、
彩
り

豊
か
な
街
々
が
広
が

る
。
ま
た
、
山
間
部
の

旧
平
村
、
上
平
村
、

利と
が
む
ら

賀
村
地
域
は
「
五ご

か
や
ま

箇
山
」
と
称
さ
れ
、

相
倉
・
菅
沼
の
合
掌
造
り
集
落
が
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。
現

在
、
平
野
部
と
山
間
部
の
間
に
は
国
道

３
０
４
号
や
東
海
北
陸
自
動
車
道
が
通

り
、
冬
季
通
行
が
困
難
な
秘
境
の
面
影

は
な
い
が
、
か
つ
て
は
五
箇
山
街
道
と

総
称
さ
れ
る
複
数
の
峠
道
が
両
地
域
を

結
び
、
人
や
牛
に
よ
る
物
資
の
運
搬
が

行
わ
れ
て
い
た
。

五
箇
山
の
産
業
と
五
箇
山
街
道

　

冬
に
は
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
る
五
箇

山
。
そ
の
地
理
的
特
性
は
、
合
掌
造
り

集
落
を
は
じ
め
と
す
る
独
特
の
景
観
を

生
み
出
し
た
。
し
か
し
、
五
箇
山
の
地

域
の
存
続
は
、
五
箇
山
街
道
を
介
し
た

平
野
部
と
の
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
図
ら

れ
て
き
た
。

　

例
え
ば
、
火
薬
の
原
料
と
な
る
塩
え
ん
し
ょ
う硝

の
生
産
は
、
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代

に
か
け
て
、
五
箇
山
独
特
の
産
業
と
し

て
生
活
を
支
え
た
。
家
々
の
床
下
に
穴

を
掘
り
、
そ
の
中
に
土
・
草
・
蚕さ
ん
ぷ
ん糞
を

入
れ
て
化
学
変
化
を
誘
引
す
る
こ
と
で

作
ら
れ
た
塩
硝
は
、
加
賀
藩
に
買
い
上

げ
ら
れ
、
米
の
取
れ
な
い
五
箇
山
に
金

銭
の
収
入
を
も
た
ら
し
た
。

　

ま
た
、
合
掌
家
屋
の
屋
根
裏
部
分
で

行
わ
れ
た
養
蚕
は
、
五
箇
山
に
限
ら

ず
、
平
野
部
に
も
繁
栄
を
も
た
ら
し

た
。
五
箇
山
で
作
ら
れ
た
繭
は
、
五
箇

山
街
道
を
経
て
城
端
に
運
ば
れ
た
後
、

上
質
の
絹
織
物
へ
と
仕
上
げ
ら
れ
、
江

戸
時
代
に
は
城
端
絹
織
物
と
し
て
京
都

や
大
阪
、
江
戸
へ
と
市
場
を
拡
大
し

た
。
こ
の
城
端
絹
織
物
の
隆
盛
は
、
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

城
端
曳
山
祭
の
成
立
に
つ
な
が
っ
た
の

で
あ
る
。

「
土ど

と
く徳
」

　

五
箇
山
街
道
を
介
し
た
五
箇
山
と
平

野
部
の
結
び
つ
き
は
、
物
質
的
な
も
の

に
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
精
神
的
な
結
び

つ
き
が
、
両
地
域
を
よ
り
有
機
的
に
結

び
つ
け
た
。

　

例
え
ば
、
室
町
時
代
に
北
陸
に
浄
土

「
一
流
の
田
舎
」を
目
指
し
て　

五
箇
山
街
道
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

南な
ん
と砺

市
長（
富
山
県
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田た

な

か中
幹み

き
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真
宗
を
伝
え
た
綽

し
ゃ
く
に
ょ如
上
人
は
、
井
波
に

瑞
泉
寺
を
開
い
た
が
、
そ
の
遺
品
の
一

部
は
、
栃
原
峠
の
五
箇
山
側
に
あ
る
麓

の
真
宗
道
場
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
ま
た
、
蓮
如
上
人
の
門
弟
で
あ
る

赤
尾
道
宗
に
よ
っ
て
五
箇
山
に
浄
土
真

宗
が
布
教
さ
れ
る
と
、
五
箇
山
の
各
集

落
に
念
仏
道
場
が
設
け
ら
れ
、「
講
」と

い
う
仏
の
教
え
を
学
ぶ
寄
り
合
い
が
形

成
さ
れ
た
。
瑞
泉
寺
に
端
を
発
す
る
井

波
彫
刻
は
、
五
箇
山
の
念
仏
道
場
や
寺

社
群
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

浄
土
真
宗
が
五
箇
山
に
浸
透
す
る
中

で
、「
結ゆ
い

」や「
合こ

う
り
ゃ
く力」と

呼
ば
れ
る
精
神

が
人
々
を
つ
な
ぎ
、
互
い
に
支
え
合
い

な
が
ら
暮
ら
す
五
箇
山
の
生
活
が
築
か

れ
て
い
っ
た
。
昭
和
20
年
、
民
藝
運
動

の
創
始
者
で
あ
る
柳
宗
悦
は
、
南
砺
に

疎
開
し
て
い
た
世
界
的
板
画
家
の
棟
方

志
功
を
訪
ね
た
際
に
、
こ
う
し
た
五
箇

山
を
含
む
南
砺
全
体

に
広
が
る
精
神
風
土

を「
土
徳
」と
表
現
し

た
。
土
地
の
持
つ
大

き
な
力
に
よ
っ
て
、

そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

に
美
し
い
心
が
備
わ

り
、
南
砺
な
ら
で
は

の
風
土
を
作
り
出

す
。
南
砺
で
は
こ
の

よ
う
な
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
、
多
様
な

文
化
や
産
業
が
育
ま
れ
て
き
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市 

―「
一
流
の
田
舎
」を
目
指
し
て
―

　

南
砺
を
取
り
巻
く
土
徳
文
化
は
、
現

代
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
生
か
さ
れ
て
い

る
。
本
市
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
小
さ
な
循
環
に
よ
る
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

小
規
模
多
機
能
自
治
は
そ
の
一
例
で

あ
る
。
市
内
31
の
地
域
づ
く
り
協
議
会

に
よ
っ
て
、
住
民
の
積
極
的
な
参
画
を

通
し
た
、
住
民
自
治
に
よ
る
地
域
課
題

の
解
決
が
図
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
活
動

を
伴
走
支
援
す
る
た
め「（
一
社
）な
ん
と

未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
立
し
、
新
た

な
住
民
自
治
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を

支
え
る
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
31
年

に
は
、
市
内
外
か
ら
募
っ
た
寄
付
を
原

資
と
し
た
市
民
フ
ァ
ン
ド「（
一
財
）南
砺

幸
せ
未
来
基
金
」が
設
立
さ
れ
た（
同
年

12
月
に
公
財
に
移
行
）。
こ
の
基
金
は
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
資
金
的
支

援
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
緊
急
支
援

を
行
い
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る

高
齢
者
へ
の
買
い
物
支
援
や
、
テ
ー
ク

ア
ウ
ト
メ
ニ
ュ
ー
に
取
り
組
む
飲
食
店

の
配
達
料
補
助
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
事
業
と
し

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
も
進
め
て
い
る
。
市
内
の
森
林
整
備

で
出
た
樹
木
や
間
伐
材
の
利
活
用
促
進

に
加
え
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の

普
及
を
図
る
な
ど
、
市
産
材
の
活
用
を

通
じ
た
森
林
資
源
の
域
内
循
環
と
地
域

内
の
経
済
循
環
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
国
連
が
平

成
27
年
に
採
択
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）と
も
呼
応
す
る
。
本
市

は
令
和
元
年
７
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
に
選
定
さ
れ
、
日
本
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ

ル
の
構
築
を
先
導
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
市
は
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
、
誰
も
が
笑
顔
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
ま
ち
へ 

《
世
界
に
誇
る
一
流
の
田

舎
》」を
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て
位
置
付

け
て
い
る
。
そ
の
答
え
は
、
五
箇
山
街

道
を
介
し
た
循
環
が
育
ん
だ
土
徳
文
化

に
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。「
懐
か
し
い
未

来
」
を
目
指
し
た
歩
み
は
、
と
ど
ま
る

こ
と
な
く
続
く
。

井波彫刻の見られる五箇山の古刹・行徳寺

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

五箇山街道

　
五
箇
山
の
合
掌
集
落
か
ら
城
端
な
ど

の
平
野
部
に
通
じ
る
峠
道
は
、
総
称
し

て
五
箇
山
街
道
と
呼
ば
れ
た
。
中
で
も

朴
峠
を
越
え
る
道
は
古
来
よ
り
往
来
が

多
く
、
こ
の
道
を
利
用
し
て
加
賀
藩
の

産
物
で
あ
る
塩
硝
や
紙
、
生
糸
な
ど
が

城
端
へ
と
運
ば
れ
、
集
落
の
暮
ら
し
に

必
要
な
生
活
物
資
を
五
箇
山
に
搬
入
。

さ
ら
に
は
、
五
箇
山
を
管
理
す

る
加
賀
藩
の
要
人
が
通
行
す
る

最
も
重
要
な
街
道
で
あ
っ
た
。

　
現
在
、
市
指
定
史
跡
と
な
っ

て
い
る
五
箇
山
街
道
の
峠
道
に

は
、
豪
雪
か
ら
避
難
す
る
た
め

の
お
助
け
小
屋
跡
や
旅
人
の
安

全
を
見
守
っ
た
地
蔵
な
ど
、
往

時
を
伝
え
る
史
跡
が
数
多
く
残

さ
れ
て
い
る
。

五
箇
山
街
道

東
海
北
陸
自
動
車
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高清水山
▲

朴峠細尾峠

小瀬峠

杉の峠

鹿熊峠

庄川

梨谷川

城端

相倉

菅沼

加
賀
藩
の
重
要
路
─
五
箇
山
街
道 

朴ほ
お

峠
道


